
80 

木材価格の変動に関する研究

一一製材品術格の短期変動一一

松下帯渇・半間良…

The Fluctuation of Lumber price 

Kozi MA'I、SUSHI守Aand Ryoichi HANDA 

要 皆

本論文は，製材131鮪絡の変動私書喜朗j変動 (8)，傾向・循環変動 (rrc)，不規則変動(1)に分け，

メカニズムを分析したものである。製材品仰格として，昭和40却より昭和56年までの日

銀木材卸売{rIJi椴指数の月JJIj時系列データ奇用いた。ただし， TC分析は間半期データである。そ
の結果，次のようなことがわかった。

(1) 製材mtfílliiちの季節夜勤には，間不L150年以降，次の 2}~において変拾が見られた。

① 昭和40年代後半にJtべて， i読!陥は減少し，昭和40年代前半とi潟水準になった。
@ 従来， 7)ヨに最も安く 2月lζ最も高かったのが，今日では， 12月(<::段も低く 7月践

にi設も商くなり， Il!' nが逆転した。
陣織の変化は，漣設材料Irl!i格にも見られることから，Q)・@の季節変動およびその変化は

建設活動に帰悶する o

(2) 製材1!fi!t{~1i格の傾向・儲環変動は，次のタイプの需給山線で相当純度，説明される。

.H i. ft舟袈曲線 QtAF十B

ii. {J協会1111線 P=I1'Q"-トT

ここで pは却Ii:椴， QIま取引 HIま館第務~L散を示し，他は定数である。 2 式の交点を均

衡点とする。均街点と現実のl誌を比較すると，次の 2}~が理解できる。

① 鍛気の rl! 1~'~丘では，現実のgと均衡点との 1m!ζ，次のような関係がある。

i.現実の取引裁が過大になる。

ii.現実の点が11，子盟1!l:J線のよ方に位ii立する。
@I関手fl47・48年の変動j舗には，現実点が潟喪・供給Iiiullll線の上方にあり，均衡から大きくず

れていた。

(3) 製材品側格の不規則変動Iふ昭和45旬以前はほとんどりに近かったのが，近年数%になった。

また，建設活動の不j品nu性は，移動和の過釈で，循環変動の…袈限になっている可能性がある。

しはじめに

戦後，木材{llli1名1;1:'悲しいと界を続けて:s!<;tこが，同時に去を気変動-:i?とk悶とする繍環的な変iIIiJtW
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っていた1)。それは， 低成長に入った今日でも続いているといえよう。近年では， I昭和47・48年

と，昭和54・55年応大附な側格変動後経験している。このような矧期的変動のメカニズムは伺な

のであろうか。

一般lζ，1i1li1'創立鰐裂と出始によって定まるとされている。高度成長期比は，供給条件が安定し

ており幣裂が主閣であるといわれていた。昭和50年以降は，指j令官liiiliiが変動している。特に，
袈変動は，従来，成長不術諜という形で栴環していた。従って，不説といっても，稲袈議・生産

といった実数そのものが減少する ζとはなかった。しかし，今日では，着工新設住宅戸数は，

11日和48年の 191万向から， :EH9年(こは 132万戸lこ撤減，また昭和53年には 155万戸まで閥復した
ものの，昭和昨年まで 4t， 1~述続減少し， 115 Jj戸まで下がる等，大きく変動した。一方，供給仰j

も，第 2(J，くオイル・シ羽ツク 1r.1凋巡し，特にjl(~:l'lIl舗での丸太古ilî絡上511等が見られる。本分析では，

i昭和40:11さから 1113和56年までの17"ド11日ぞ対象に，木材拘li絡の変動と街給の変動とのi湖沼jを訴すモデ

ルを作成し， 111li格変動のメカニズムを探ろうとするものである o ここで，木材1~li燃として，製材・

雨明li;f各iJ?IDZり.J::げることにした。丸太初i絡の形成・変動に関しでは，i毎外製図もi対係していると

れているが，製材品に関しでは，佐lr:llな市場メカニズムが，比較的働いている，すなわち競

争的であると考えることが出来よう。なお，外関製品は現有:のところ，まだシェアが小おいので，

ないものとV5f.定した。また，製材1引にも荘i々 あるが，結局のところ特定の製材品告示対象とした物
泣j好機は行:在せず，木材全体あるいは恐鈍器工面積場iの資料をもuわぢる主主将ず，製材11百似格とし
てお銀卸売物相li指数を用いた。分析にmいた資料は次の溜りである。
(1) 製材品価絡*

El銀卸売物11m指数2) : lJ!!!材・木製1111

(2) 丸太制li1il*

日銀卸売物部指数2) 林産物

(3) 建設材料羽li絡*

13銀卸売11創出i柄数2)

(特殊分サ~~im強別IR数建設材料

ポ(1)""'-'(3)1まいづれも附f1J501y:を100とした。

(4) 製材1!fi!1出荷;殴(単位:1000m3) 

議林水践fi哲 製材統計・3)

(幻想築器工 (1111カ':: 1000m2) 

強設省建築統fll・3)

分析にあたって，経済変動を 4つに分けた。すなわち，傾向変動(守)，綴環変動 (C)，季節変

動 (8)，不規ftU変動(1)である。 l京系列(0)は， 'rxCx8xIとき交わされる(乗法モデル)。分f9ir.方

法は EP.At去による(第2s部参照)。このような時系列分f97('iJ?行うのは， 経済変数， とくに物議

データには不規則な1:)，¥分が火きく，そのままでは分析・に耐えないことがいえる(儲絡は指数化さ

れることにより，ならされる)。また， 不自ii変動(1年内の変動)ぞ分離できる利点があろう。
次の節2部?でまず，節変動 (8)の分析を行い，部3節で，傾向・循環変動 (TC)の分析を行

い， m4簡で，不規則変動(l)の分析を行う O 水分析は矧j羽変llVJ~合として扱うことから，部 3iiii 
で'Pに闘しでは分析されない。

なお，木議Î~・の日 l'掠は京都大学大型計算機センターを利j刊した。 EP.A祭節調殺には， 1~.ACO lVI 

OSIV KElVIPF jX を利j刊した。
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2. 季節変動

(j) gPA法

事節変動は普通，季節指数の分析を通じて行なわれるが，手iJii指数の計算万訟には多くの方法

が1'i:fEずる o :l誌も閥単なものは12カ月移動平均訟であるが， この方法は分析j弱 IltJFI~1ζ…定の季節

附数ぞ間泣するj誌に閥胞がある。本論文でデ…タ処却に)11いたのは，おPA訟である。 これは，

lfJ6Hf:'，米間lfI事務省の開発したセンサス持政X… 10を，経済構造の変動の激しい我が悶の経済lζ

合致するように改良されたものであるヘ gPAr:去には極々のモデルがあるが， 本論文では， 1X 

-40 取~沼いでいる。反復移動平均と ri=r心化した市おも移動平均守主体に，季節指数の時系列 (8)

を作り出すことが出来る(季節指数自体がi時系列を成す)08が求まれば，

O口 T081
i、
'1'OI 

となり，き表部部l繋済系列(TOI)が得られ，

TCI-.TO 

~繰り返すことにより，

となって，頗向・縮]業主主紫 (TO)奇得ることが出来る。第3却では， この 'roが分析対象となる。
なお，ほi向変動 (T)とjJf号線変動 (0)は分離しないζとにする (Tの定舗の仕方はより，同巡り lζ

も分離可能)0最後に，

T01 
'l'O -L  

となり，不綿貫せ変動0:)が決定されるo これが， i:fH部の分析対象である。
EPA法による関i組問放は次の通りである。解析期間を， U出(昭和41年~昭和46年)・l[矧

(1悶和471:r~""-昭和149fF) ・IlU羽 cr問殺150年""-1昭和55年)とすると，袋2-1の通りである。

平均誠1日l立原系列で鍔[j摺0.68%，第五期3.059百，第lIIJ鰐1‘35%であり，節IU出の銀側は第I

j弱の 5倍近い。i:fHJ羽では， '1'081， TOI， 1， TO， 8共lζ1%以下と， 縦めて安定しているo

I!T081は0.34""-0.56で， 8/T081よりは小さいといえる。節3節で分析するSについてみてみる

と， 1m守l設がある。 8/T081でもtf;l[Wiは他の 2J羽iζ比べ高いf肢となっている。本分析の主たる
対象で、める?む についてみると， TO!，1'081 は0.76句 0.79と安定しており，良好な結果といえよう。

期間!特別平均娠輔の比取は 1か月可::1 7J? i切っており(節I""-1I11l;JJ) ， MODスパン('1'0がIよ

り鋭るようになろ期間)は 1か月となり，良好な結果が1Wられた。部3鮒で分析することになる
製材統計では MODスパンが2カ月""-4カ月となり，月次系列研究の間離さを示す。.iiliの平均.iili

続期間とは，データ偶数+(対前月変化の符号の変わった間数十 1)で定務される。 300ヵ月で符

母変化が 91ロ!とすると300/(9十1)口30，平均して30ヵ月 1方向に進むと考える。筋工期・筋Irf期

のTOの対前月組は 2方向(上-+"下降)で 4年・ 2!t:手強となり，ほ{まキチンj皮lζ相当する。

(2) 製材I思d~fi格の事鮪変動*

l頚2-1は，製193"I結保Ii;防(太線)と丸太fnlIiち(細線)の季節変動である。パターンは向者共に河
じであるο (1)で分けた 3)留に分けて，その特徴ぞ見てみよう o tfH j顎は， 7 s!こ最も安く 2月

!こi誌も商いパターンである o f;f~l[ J出では，パターンはtfHJ邸と余り変わらお:いものの，臨'IIITîが非

常に大きくなっている。筋HIJtrJでは， 12月に最も泣く 7月頃に最も向くなっており，部工期・
i:f01I J弱とは逆のパターンとなっている。挺|協は諮工期と|市程度でめる。丸太との違いは，①第 I
j鴇の振麟が，丸太の :'I~分程度であること ， @g若 Jl!j羽では丸太の零封í~動よりややìl霊行気味である

ことがあげられよう O

* E P Aiたにより，木材{illi絡の本節変動(c変化が見られることは，行武氏6)が指摘している。
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炎2-1

既j釘
(S 50"-'S 55) 

'!'CS1 1.35 

TC1 1.32 

0.75 平均綴悩 I 
(%) 

'!'C 0.53 2.30 1.07 

S 0.36 2.71 0.70 

1jTC 0.43 0.65 0.70 

1jS 0.63 0.55 1.08 

平均綴綱
SjTC 0.68 1.18 0.65 

の l十日 21:関係 Ij'rCS1 0.34 0.50 0.56 

rrCjTCSI 0.77 0.76 0.79 

SjTCSI 0.53 0.89 0.52 

lカJ=l 0.43 0.65 0.70 

2 カ J~ 0.29 0.53 0.55 

IjTC 3 カ J~ 0.22 0.37 0.43 

0.27 0.29 

0.19 0.21 

期間It，i別sjlJ:v 4カ月 0.14 
緩鰯の比本

5 カ)~ 0.10 

MCDスノTン

TCI 5.54 6.00 3.27 

迷巡 絞の 5j切IZj11a 日 守C 24.00 9.00 14.40 

I 2.00 2.40 2.57 
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[~2-1 製材r防御li綴と丸太{i出絡の季節変動
(法〕 太線は製;j;;j品価1ちの季節変動を示し，潟II総は丸太{ilIi絡の*i術変動告示す。

数字は丸太似絡の季節変!fYJの山と幸子のJ~ ~jf，す。
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早2100
者量

前ト
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事話

収 100
器量

前ト

6 12 12 12 11 11 

95 
50 56 (年〉
j玄12…2 民材i制削機と処j没材料仰II朽の写実節変動

W:) 火線は製材!品保li絡の挙袋詰変動~示し，潟JI線は総ij交材料布lii燃の本節変!llb \i>示す。
数字は製材結側絡の察部変動のIJIと谷のjヨをおす。

このような製材品倒i燃の変動はどのように説明されるのであろうか。図 2-2は，製材!日{iI日給

(太線〉と建設材料備;俗(期11線)の季節変動を比較したものであるが，第五期の披舗を!徐き，非

常によく一致している。すなわち鶴投材料全般に先に述べたような季節変動の変化が伎じている

と見れば，その閣は建設活動lこ求めるべきであろう。

i濁2… 3は建築器工;哉の季PfIi変動，間 2… 4tま強投受出額の季節変動である。師陣より，①建
築辛口-.抵の季節変動Iま節11UWではこlニ20%と，立Uj拐の 2{古の#.長l陥である， φ惣築器工f誌は各j関と
も1月がf議低であるが， ピーク月は，斜IJ羽では特になく，節2J閉では 7月が多く，鍛3j明では

7Hもi勾氷準にあるものの 4月が台頭しつつある， φ恕校受注棋は， 1 J~安 3 ・ 9 月商のパタ

ーンは不変なものの，今日では季節指数が土50%にまで拡大している，等の点主主指摘できる。こ

のような変イむの原閣としては，住!者金融公踏の融資I!守却]や公共事議の前倒し発訟の土問加こよ

り，近年建設活・動の季節指数は結予iさより先行し，かっ振艇が増大したと考えることができるので

はないだろうか。

と事~iオ I詰i似i絡(あるいは建設材料{ìJfiit6) との関係をみてみよう。建築着工抵と磁接

比較ずると，第IJ出・第]!J拐では建築器工抵の 111 ・谷は {llIî iちの 111 ・谷より 4 カ)~限度の先行関係

を見ることがH\来る。 YÆ築器工統計{よ申請11寺の資料であるので，阿君r.は相当脱皮の一致~みると

いえる。 mIl[j羽では， fi埼指標は，ほほ…放する傾向にある。出lJIJ切では建設活動の捺帽の俄増が
見られる ζとにより， {dlii:ttとの関述担!:が強まったのではないか。しかし， {dli格の擬i闘は小おくな

っており，両者の凶述は必ずしも i問権ではない。

i設後に，j対辺氏5)tま外材入荷量*の路警撃を倒i絡の季節変動の部2要因としてめげている。錨u出
では，たしかに夏場lζ入荷が減少し，側柄上!i判明と対応する。レかしながら， f;fnIO自では，その

*とくに，米材W;l係関係の準節変動については，文献13を参照せよ o
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製材&i-J，悩絡と外材輸入泣の季節変動

外材入荷抵の季節変動が製材!日価絡の季節変

関2-5

ょう役割係は崩れている(限 2-5参目的。今日，

!llIJiこ与・える務機は弱まったといえる。

{閥均・循環変動

(1) 製材品{rI日格の傾向・鰐環変動

f良材自Jliiおの傾向・情聴袈紫 (TC)の変動(以下，本館?で1]1に変動と|序ぷ)の概袈巻みてみる

ことにする。なお，本if6の布fi絡指数はすべて，昭和50却を 100とする実質指数である。

関:3-11立製材fij'l仰i絡の変動(対前年同月比)と器気動向の関係を恭したものであるヘ D.I 

は認割先行 D.Iを示している。関1'1'1のPtま気のI.LJ，'1' I立浪気の谷i5?示したもので，緑樹金制

I'J'の 1i~雪注目付による(ただし， IfEl fn52il~のミニ・ワセッションは小林7) による) 0 斜線tillは試

の縮小期hlIJ告示す。 1111i精華宅近bと玖気動向は，タイミングにおいてよく一致している。また，昭和

47年以降，挺艇においてもよく一致する。活気はほぼ 3年サイクルのキチン波ぞ京しており，そ

れと対応する製材!日fI[]jfおにも同様の ζ とがいえる。本部では， このキチン波を器準lζ!盟のような

11寺jUilま分を行なった(分析の都合J二，年単位となっており， FJ .rji般の悲準日付とす~r子のがある
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図3-1 製*1品徽;絡と:段気動向

P : Peak Ci!気の111) T: Trough (淡気の谷)

50 45 40 35 

が，詔jより明らかなように大体において問題はないと忠われる)。 また，以下の分析では資料は

すべて間半期データである(四半期データの計鮮は，すべて 8カ月のS]L・均織で統ーした)。

まず，このような価格変動の主袈嬰悶として，製材品出荷;絃・鎚鎚務工;澄・丸太側格i?あげる

ことが出来ょう。初めの 2 袈閣は潟~:サイドの袈悶であり，最後の袈悶は供給サイドの袈践であ

る。製材品価格の変動を 3袈閣で各々説明すると， [讃3…2の巡りである(間中の太線部が実際

の製材品側格，制総当11が各~闘で説明された計算総) 0 j'ffr定式は，以下の通りである。

(R2口 0.3840)

(R2ロ 0.7524)

(R2口 0.7552)

〔法〕

q十6.804

p=口0.002872五十56.83

P'ヰ 0.02985

:製材品{llIit各
q 製材品1:1:¥碍議

H 

pM:丸太{O[陥

である。|きlより， 1::r変数とも傾向的には満足のいくものである。製材品出荷i設については，昭和
50~旬以降，制Ii燃との rm ，ζ ラグが明確になっている(この点については(5)で述べる)。ま 1・こ，建設

昭和150jl~以降， {I話機との対応が弱まっているように見える。丸太価総は，会期!商品?通

じてよく…致している。 ζれは，製材i詰{il!i;協にとって，メしった{i則容はそのコストの多くを占める ζ

とと，前倒絡の変動張関lζ建設務ヱ等の共通袈悶が寄在する ζとによるのであり， ζの図をもっ

p班十9.1300.9116 

p 

こζで，
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価格指数

140 

100 

60 
40 

儲格指数

140 

100 

60 
40 

古資格指数

140 

100 

60 
40 

45 50 

i滋13-2-1 lj侵材1~~Íllljfおと製材占有j九1'r1Ï盤

ゐ5 50 

1~3-2-2 民材占有価絡と総2総務工;滋

45 50 

I~司3-2-3 災秘弘知Iiiおと丸太価格

て製材[lぽ1古川i絡の変動ぞ分析し終えることは無限である。

55 年〉

55 (年〉

55 (年)

国3-2より，木材悩絡の変動は，務嬰・供給が段気動向と合わせて変動ずることによって

説明できるのではないだろうか。すなわち，景気拡大期には 3嬰悶ともに上界し，その相乗作

用として. {llIi務上511がibられる。以下水部では. 1rlIi;格変動の主たる袈閣を儲給1111線の変動l乙求め，
そのためのそデルを示す。なお，儲給曲線は，閲 3-1の11寺j邸gl涯分ごとに求めた。 ζれは，
錦繍醸(キチン波)の内においては，様々の条例ニが悶定され，分析の対象外の諸袈閣がすべてi活l
定されるとみなすということである。

(2) 縮製曲線

まず，水分析で用いる幣袈偶数の導1:1:¥を行う。諮袈関数には多くのそデルが菜子在するが， ζこ
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では腕誌のそデJレ6)に従うことにする。

ql :ある財の消資讃;

q2 :その地の商i拍の消1Jt;鼠

Pl :みる財の{i1lif各
P2 :その他の蕗I誌の僻格

とすると，ベルヌイ・ラプラス製効用指標関数は，次のようになる。

U口 (al十ql)"1(aZ十q2)"2

限界効用均等式は，

au 1 au / 
否両;/ jJl出荷;/jJZ 

となり，効用t皆様関数の微分式

伐£
Ul=……ームー-u
al 十ql

(i出 1，2)

主主，均等式iζ代入して挫理すれば次式が得られる。

al __ . 1 __ _ Uz __ . 1 
m ]Jl十…-Pl司1口一一]Jz十一…]J2司2
α1α1α(t2  

-・・・0

所得をYとすると，

lhqγト]J2qZ=Y 

Pzqz=Y -]Jl司1

となり，これを①式iζ代入する ζとにより， ]J2喜子消去すれば， Pl・P2'ql・Yの関係式を得る ζとが

出来る。

qαy  αlal P2αlal 
1出……一・…一十一一一一一町一一町一…一
αI十αPl Itl十α ]Jl 的十的

n
u
 
L
l
 

ば

2
一ー

ナ

E
P

お

Q
M
 

'
F』

1γ 

い

y
一m

A

h

A

 

品

位

…

…

数
似
・

係おの辺布

窃

なる綿製曲線を得ることが出来る(以上が続誌のモデル)。

①式。議出の過程で，変数および，その定説Ja?次のように変更する。

第1財:製材I払

部2JlJ :製材j誌を除く~投資材

つまり，建築活動はすべて第1財・箔2JlJ1乙分けることが出来るものとする。訳文均等式Plql
十PZq2ロ Yは次のように変更する。

Pl司1十P2司2=コH
H:館設着工総額
このとき，筒袈関数は@式より，

司1 A・H 十 3・一切崎川
ν1υ1  

となる。他U~・ {illi格 P2 一定とすると，

.........@ 

司1ロ
-PA 

C 

となる。もし，最小 I~l 策法により， C>OおよびA.H十Bpz>0なる定数A・B.Cを定める ζ
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Pl P1 8>0 P1 8<0 

ぷ
Ql I ;> Q1 I ;> Q1 

図3-3-1 図3-3-2 図3-3-3
協~1111総(式@， pz問主iD 織猿1111線():~③， H 悶定) 瀦袈曲線(式③， H悶主主)

とが出来れば，闘 3-3…1のような摺袈曲線をf怒る ζとが出来る。ところでBの符号条件はど

うであろうか。 B々Oならば， pzの変動がqd乙拶望家主?与・えるが，その与え方はi盟8… 3-2・8

の通りである (H口巴onst)0 B口 Oならば，憾袈i沿線はP2の変化に対してシフトずることはない。

B>Oなる条件を求めてみる。仰が Apだけよ界した11寺， 第1日4・の潟嬰曲線はお上方lζシフト

ずる ζとにより，

(pz-トムp)・(司2一的)< PZq2 
となる。ム司は，PZがムp上昇した11寺の簡2~吋の変化域安示す。左辺守展開し， 附辺を pzqz

(> 0)で鎚ると，

的
一
俗

的
一
勺

h
m
h
 

<
 

向…

μ
-・・・・・@

ところで南度成援j切には術格は余り変拍せず，踏襲が大きく{Jtiびておりo式は成立，つまり
B>Oの可能性もある。しかし，昭和47年以降，幣援の動きよりfJlli格の動きが大きく， 0式は成
立国間f;，つまり B<Oになると思う。このように@式は11部却により異なる。 ~tこ，他の条件一定

にして，銘記財布U1おの変化が筋1財消殻殺に与える路騨は代替財・補完jなとも関連する。と ζろ
で，製材品とそのfむすべての建設資材はどのような関係にあるのであろうか。(1)で述べた時期底

分(図 3-1参照)ごとに@式奇計測すると，

H '" '" p 一部1j切:ql口 0.5290一一-31. 12一三十6410 (RZ口 O.9961) 
ド--- Pl 

節減:c山 2063一川2す+4421 (砕ロ0.6731)
H . _ .. 1"2 

第 3j弱:ぃ 11.05予;一山11?十2956 (R2 = o. 9685) 

H "0"'" P 一部4J羽:ql口 8.223 :"一一7.825 Y~+2580 (R2=0.6002) 
νPl  

第 5j羽:ql= 21・12手一此処2.勺1987 (茸2=0.8附)
Pl Pl 

となる。ただし，

Pl :製材品{uli格

pz :建設材料fiIlii俗

司製材品出荷数
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H: 

である。日は木来， 1I!li樹であるが，国税で代用しており問題が洩っている。結果は B<Oとなっ

ており， r>g!3-3… 3のような状態が成立しているものと怒われる。
以下，水分析では館2財・の路孝撃のない場合について議論を逝めることに寸る。 B口 0iJ?③式;ζ

代入すると，

H 
qlロムマ僻トC …H ・...@

ν1 

となる。もし，最小自乗法!こより， A， C共に認なる定数を定めることが出来れば， 関3-3--

1と悶様の焔嬰1ft]線を得、ることが出来る。窃式のJ即応することは単純である。すなわち，制格一

定ならば，建築活動の拡大は綿製の拡大をもたらし，強築活動一定ならば， {llli格の上!fl¥tま儲袈の

紺1/J、をもたらすという乙とである。

11寺W1別の詩l-ifUJ結果は次の通りである。

鰐 1J明:ql口 12.35…E…Iイ幽1615 (R2口 0.9680)

H 
(R2= .5692) 筋2J弱:司1ロ 5.446 PI十2631

H 
(R2口 0.3222)第3WJ : ql口 9.604 PI十1921 -・・⑨

trS4 WJ : ql =ヱ8・9431T)I1十1692 CR2=0. (768) 

第GJ朝:qt=8. 492 -日υ1 十1733 (R2 = O. 2326) 

tf'i :3 JYj・部 5J割以外は一定の中I~l闘をもってはいるが，激しい変動脅した錨 3 j部・節 5期の適

合j立はやや低すぎると設わざるを符ない。しかしながら，現実の{肢は必ずしも均挺状態にあるの

ではないことぞ潟・えると， 1も2のみで判定はできない。本分析では踏襲関数@が単純すぎるものの，

ζの関数で謀本的な変動が説明出来ていることを(4)で説明する予定である。

市J器開数①は次のように変形できる。

A・II
q-C -・・⑦

以後， p， qのインデックスは省略する(当然のことながら部1財，つまり製材I協をさす)。

係数A，C Iま@と同じである。

(3) (民給偶数

まず，本分析で用いる供給関数の導出を行う。供給iζ|却しでも続氏のそテソレ8) 奇用いる。

ググラス ìgU~t躍i関数*を

q口 aLbKl-b ・H ・..@

Q ; 

1:' :労働投入殻

K:資・本設備投入段

とし，力|じにコスト;:!?，

れ Lw品十台laljq @
 

*詰f医氏lま木材関巡隊第について，コブ-ダグラス~l~g友関数の適用の妥当性を指摘している 930
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Lw:人件費

Kr:資本質(間定資)

PlalJ:原料費

短期のもとではK=KとえEり@に代入すると， L はK，qの関数となり， とれを@fζ代入する。
吋 (dC'¥ 

代入後，両辺を微分し， 1にm.:epとおけば(一一口p)，次の様な供給関数制導る。、 ¥dq l' ) 

p=αqft十γ

以下， p:製材品郁格

q:製材品I:t¥荷致

とみなすことにする(以上，腕氏の引用である)。コストは以下の通り定める。

AVE(p) 
r=R ・一一…ーム双ム.p AVJiJ(pM) l' 

-・・・・・⑮

h
y
 

パリマ

ζζで，

R:原料資/コスト

AV沼(・):当該時期成分の変数・の平均

pM:丸太姉格

Rは，工業統計器より， Iまぽ0.7とj暫定される。@式は，次のように変形する ζとも1:1:¥*る。

r= (R. AVE(p))・一一巴一一
AVE(pM) 

すなわち，当該j場開の平均的原料践に，丸太価格(ただし，当該期間平均=100)をかけたも

のと臨解できる。原料毅は，@式より

L: PlalJ q 

となり，丸太似J怖のみではないものの，木分析では単純化を行い， pMqとしていろ。

推定方法自}は次の通りである。まず，

pM=AVJiJ(pM) 

として， rの1肢を求める。
p-r口 ftザ

log(p-r)口 slog q十log'代 ....@ 

となり，最小自乗法により係数を定めることができる。推定結果は次の通りである。

第1)弱:p= 1. 111 X 10-9 X q2.975 -lヴlpM (R2ロ 0.9971)

第21羽:p=5. 813 x 10-6 X 司1.制十r2P~I (R2 = O. 3820) 

節3期:pロ 4.688 X 10-17 X q5.032十rapM (11，2口 0.3851)

第4J自:p口1.594 x 10吋 X ql.506 十 r4P~I (R2口O.1075) 

第5期:p口 1.367X 10-1 X qO，6 

-・・・⑬

R2は@式推定段階，すなわち， p~! 口 AVJiJ(pM)での{院である。節1J出では， 十分制足のいくも

のであるが，第 2j割以後は適合皮は低く， I時期がたつCとにその適合成がードがっている。これは，

11郡部がたつ C とに rt の増大がみられることに~諮問する。れは，次の定数である。

rt=R.一生V号虫立…
も AVJiJ(pM)
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(4) {~fi格の変動と

まず， (2) ・ (3)で求めた楠給曲線の~gcl'.除後見でみよう。 j割問平均のrlfì給灼線は次式で表わされ

る(平均給給rUl線と呼ぶ)。

iAH  f活袈曲線・ p=

供給i出桜花:p之江 α.q'S十R・AV蕊(p)

-・・・・・ー・・⑬

・・・・・・⑮

ここで，係数A，Cは①式，係数α •sは窃式を参!黙されたし、。 i相場ととの比較の出来るように，
述続した 2j明母親にして，期間別平均給出1線を示したのが， [瀦 3…4-1""'-'4である。払(t=

1， めは，各i拐の均衡点。第1WJと箆2期では供給IUl線には余り詑イちはないものの，潟袈曲線
は非常に大きくシフトしており， 向度成長期の特徴をよく恭している。筋2J翻から錯 3j拐にか

けては，情強・洪給開曲線がj二万iζシフトずることによって，大柄なIilfii'務上野ーを生んでいる。館

3 j弱と第4j弱とでは，潟給開曲線とも下方ヘシフトしている。間基~ll11線は部 2 j関以上にポヘシフ

トしているが，供給IUl綿のシフトは相対的に小さく， {~fi格変動に対する{共給袈i羽は小さい。第 4

f品格

120 

100 

ll!< ~I 食

i綴3…4… 1 3jl.j句協総曲線
(第 1j犯と郊2)羽)

官ijj防

120 

100 

価格

120 

3000 3400 3800 
1主事|醤:

!滋3-4-2 平均儲給曲線
(鈴2JVlと第3J的)

価格

120 

100 

3000 3400 3800 
I[9; 51:設

3000 3400 3800 
取事|娃

!潟3-4…3 ，)何台初給曲線 図3-4-4 sドjお需給i泌総
(第3j仰と第4WJ )鍔4J約と第5JUJ) 

Ctl:J 紡~i!~IH立製材占有iilfi;絡指数 (850=100) 横取hは製材品取引抵(千m3/)ヲ)
関3-4--1-4，P滋3-5-1--5，関3-6-1--5ともに問じである。
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j場と，搭5j明とでは，給契曲線に余り涜は見られないものの，供給路線は上J'j"lζシフ卜しており，

ζれが側絡上界の:=1:.1識となっている。行武氏の分析10)はこの鈴i4・第5期を分析しており，当期

の1rIlii潟変動は供給サイドによるとしているのは， ζれと関述するものと思われる。しかし，
rl討議のまと定がその背後にあるのは首うまでもない。以上のように， ζの潟給[曲線は期間と、との比

較のレベルで1ま十分，現実的妥当性を?持つものといえる。

次iζ，閉半期1)1伎の需給i泌総ぞ推定してみよう。⑮式のHI乙四半期系列を代入し，。式lζ)'，・

p1!攻寄付加することにより，各j羽Cとの間半期別協給ill1線喜子求めると，関 3 5-.1.......5の)iJlり

となった。第1期では，現実の点が 1本の供給rti:1線に乗っており，供給曲線の変動がないこと
になる。 ζれは， {;共給関数のj想定方法に1諮問するものであり，今後の課題としたい。節2期・節

4 J明の変動献は小さく，潟嬰水準を除けば，桜た状態である。大相な変動栓示している第3期・

2詩5J舗を見ると，同期間とも河曲線の変動の挺艇は大きい。筋 3j切の協袈曲線の変化は第1)鵠と
問1樹立の変イじを示したばかりか， 1即時に供給rll1線の変イじも激しかった。供給関数の係数Hは， こ

のj;j;}3 J留が最も大きく， おへ逃u'租 (q:大)，謀総的にpは大きくなる供給関数となっている。
一方， 釘H 却jの硲袈水準は低く(第4)羽と|司程度)， 変動~.稲は節 1J器・f;jg3 JUHζ比べると小さい

(第 2Jm・節4)羽よりは大きく， 1n~慌できるものではない)。第 5 期の供給関数は節 3 期間様大

きく変動しているものの，その形状は認なる。 ζれは， Z詩5)羽の供給関数の係数戸が全期間中，
i設{誌の舗であり，陣織は対象的である。

参考までに，期間平均栂給IllJ~~の均衡点における点~llj力性舗を表 8 … 11ζ掲げておく。計葬式

は次の過り。

佃j:J'U

200 

100 

3000 4000 
I{R ij 1 

f;gj3-5-1 儲給曲線(銭1J羽)

格問叫
〆λ
1
1

・

200 

100 

3000 4000 

Jl¥( i] I 

l支持…5-2 係給曲線(第2J約)



古田中谷

200 

100 

3000 4000 
取引

関3-5…3 符給r111線(筋3j劉)

価格

200 

100 

95 

イ!日i~，& 

200 

100 

3000 4000 
取引・泣

!怒13…5…4 潟給!l抗議(節4JtJ]) 

3000 4000 
淑引致

関3…5-5 務総!日i線(第51羽)
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}~1911iカi~l:表3-1

φA 
n'口

1.128 

1.765 

0.687 

2.170 

5.039 

供援

3
A

ワ“

Q
d
P
4
・
ロ
υ

0.482 

0.251 

0.457 

0.486 

0.451 

総i苅l鈎

(注) 期間5j7.均務総曲線の均衡点における1託事'111J校総である。 WIζ，tお・5)切の
供給flltlの{践はやや潟すぎる彦容，問題があり，参寺別協として鏑げておく o

街嬰曲線・~_. d旦 ~~(9二Q2~2
q dq - q AH 

供給曲線 :J…・札口-E_・…
q -dq qα'βqト 1

(5) 考媒

価格変動の大枠は(4)でみたように，需給曲線の変動によるものと思われる(悶 3-5-1--""5

参照)。各四半期ごとに，現実艇と， J勾衛値の比較を行っておく。 ~J3 6-1--""5は，各j羽ご

との綿製曲線(図 3-5… 1--...， 5 )を部分的に拡大したものであり 5恨のグラフのスケールは

全く異なっている ζ とを注滋しておく。点、線は均鰐点の軌跡，実綿lま現箆{誌の~YL織である。各期

の:初j弱点と最終点のみ年・ j関 4告示した(lは館 1 ・間半期 ìJ? 7~す)。第 1J明は， (4)でも述べた巡
り，均衡艇の変動輔の方が大である。 ζれは供給関数の r:限(@式参照)の影響である。節2j明

f国絡

100 

90 

3400 
取引絞
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から鰐5J臨までは，間3-5…1""5では一致しているように見えるものの，拡大してみるとい

くつかの問題が成っていることがわかるo もっとも，一致しないこと自体は必ずしも関越ではな

い。後で述べるように，これはモデルの1¥政界である以外に，現実が必ずしも均衡状態とは限らな

いからである。第3期・鍔5期では…応満足のいく結果といえよう。 ζれは，同期のような激し

い変動期には鴇給曲線の縮環的変動が嫡J憾の術事者的変動の主閣で、あることを誕付けている。現実

悩・均衡臨の2去については後述する。筋2期・f!fHj笥は，変動幅が小さく， (国3-5…2，4を
参ltの， このような時期では必ずしも満足のいく結果を得ていない。錦2j誕のズレの原閣の1つ

は，昭和46年後半からの{闘機変動の絡事務であり，前半のみなら，一応の水準に逃している。第2

j弱は，ラグの絡4擦がr:I:¥で， nljj'舗の認が見られる(あくまでも，定性的に間胞としているのであっ
て，数艇ではない。スケールの関係で大きく見えるだけである)。

第2j明から鍔4搬にかけて，いづれも現挺憶は志知り(反n寺針路り)の軌跡、告示している。こ
れは，出若者と側絡とのラグによる影響である。丸太制li格と製材品師格との艇には，余りラグはな

いが，製材品出荷;挺 (Q)・建築器工:抵(百)・製材品倒J格(P)には， ラグが老子在する。 i滋3-7-

1"-2は， P (点線). Q (太線)・ H (和Il線)の対前伴向月上じである。この閣のみでラグ分析は臨

時Iではあるが，基本的には 3者のi掲述をよく示しているo ピークj認に器関すると，部1期では，
H →P →Qであるが，第2期以l燃はほぼQ→?→Hである。くもの離のサイクルは，

Dも口乱lPも十bl

Sも=a2pt-l十b2

のような掲給[111線恐喝・えている。供給f訟は，関節の削絡に応じて決定されることになるのであ

るが，第2期以降Q→Pであり， ;(認の関係となっている。これが組閣で，現実{誌は1.i.回りとる。

均衡儲は，鵡3期・第5j閉では1.i.悶りであるものの，第2期・欝4Mではお間りとなった。 ζれ

は，鰯袈幽繰式⑤で， Hを変数としている ζ とにより， HとQとの聞のラグが膨轡したものであ

る。
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I~司3ー7-2 製材品仰i機・製材品l吐rr.if滋・建築務ユ:j設のタイム・ラグ (S46"-'S 56) 

本分析ではラグを導入しなかった。つまり，建築着工抵の変化は瞬間的l乙界首謀の変佑4をもたら

し，丸太揃格の変イじは締閥的l乙供給の変化をもたらすのであって，各波数問の翻盤が滋むj器開は，

11守閣が止まっている世界である。ラグ告白含むモデルは，艇の機会に殺り，本論文では，ラグ~無

視する ζ とにした。

次iζ，各関学期ごとの現実{誌と均衡{債の比較各行っておく。 tj割における現央点R，e，均衡点

Edζ関して，閣 3-8-1のように定める。さらに，

AP口 (pr-p*) jp* x 100 
AQ出(司r_q*)jq*X100

AD= (pr_pd)jp*X 100 

ムs=(prーが)jp*X 100 
のように定義するoAP，ムqは， R，が臥に比し，どの程度離れているかを示すもので，符43・に
よって， RtとEtのイ1[綬関係(留13-8-2) を見る ζとが出来る。ムD，ムSは， R，がD，S 曲

線のよか下かを問うものであり，符号によって， R，と D.S の位間関係 (~13 -8 -3) 寄与見る

p 

Pリ………一一一一…寸

ps 

Pltl… 

pdl.___ 
D 

Q挺 Qr

図3-8-1 訟珍の定義
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t.0>0 
t.5>0 
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:3ごb々::523
AO<O 
A5<0 

D 

Q 

i濁3-8-2 均衡l誌とムp.ムQ 図3-8--3 均衡点とムD・ムS
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ことが出来る。ムP，ムQは関3-9-1の通りで，ムD，AS tま関3-9-2"の通りであった。共通し

ているのはムQ，ADの動さである。各時期は殻気の谷によって分けてあり(閣 3-1)，その中

間では，均衛釘、上にl段51:!!誌が鉱大し，その現実の取引j誌は儲謡曲線の上方で成されているといえ
る。ム?については，第3j語以外ではムQと反対の動きがあるが，第3J朝のみムP，ムqは悶じ動
き1e示している。 ζの時期には， Rtは払 Iζ比し， Qばかりか Pにおいても同点に設が帯恋し
たζとを滋I旅する。ムSの!fPlきは， 第2期・第3期と鍔41鴎・鰐5;f出で奥なる。第2期・筋3Jm

由 10

同20

)
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関3-9-1 ムP.AQの3111移
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〈年〉

~3-9-2 ムD.ASの推移
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では， t.8の上界が見られるものの， 部4期.ftfHj明ではムDと反対符:坊をとるケ一二えが多い。

従って， 第2J弱・節f3 j弱lこは問符号正，つまり R，は街猿1111線および供給曲線の上方に荷主主し
ていたといえる。先に述べた均衡{肢の軌跡の@転方向は，この闘 3-9-2からも説明可能であ

る。

4. 不規則変動

(1) 製材品価格の不規期変動

以上の 2節で，季節変動 (8)および，傾向・ y首謀変動作C)の分析が終わったが，本質iiでは
桟りの不規則変動 (1)を扱う。

Iの忠誠は， 2 (1)で述べたように，

TCI T 
TC -.L  

として求められる 2ドものでめって， r筏り物JI乙椴主きする。あるj明の Iと他のj自の Iとは何の関連
性も見られないはずである。関4-1は，製材品価絡の不規則変動である。昭和4Mf-枇までは，
ほとんど Oに近かったのが，昭和45年以|靴工と 1%，I時には 2"""'5%の不規則変動が見られる

(我々の分析対象は{制名指数であって，価格そのものではない，側J名指数は多くの構成嬰諜によ
ってならされる傾向にある ζ とも考慮すると，現実の不規則袈裁は相到なものといえよう)。

!掲述指標として，強鈍器工f設の不規則袈紫1.i?訪日べてみると， 1~4-2 の通りである。平均振闘

(11苦手1J32年"""'1昭和56年)は，

TC81=8.95 

1=4.28 

となり，全体の半分近い水準で不規則変動していることになる。 1~14-1 と図 4 … 2 との閥には

i直接の関連性は見い出せない。昭和]40年代前半の安定性には，俗1;機指数とはいえ，驚くべ訟もの

といえる。丸太倒格は， ~f1与，製材日I~設低い I はとってはおらず，両{同格は不規則変動の部でも

対応しない(3節でも，欝1期は例外)。

i主14… 2で、述べた強築着工畿の不規則変動は，むしろ第 3ffiilζ闘述するifiiがあることを次に述

べることにする。

(2) 不規則衝撃説12)

建設総工致の変動のうち，不親nu嬰閥会，
島-の“ιr 

b
 

b
A
 

1
 
'r 
もE
 

a
 

t
 

とし脱出張関札

K" K'+I， IC-，-2 

とすお。 1i11織に，製1オI安1'1r1li絡についても，

p" Pt+l， P， ←2， 

iヘ， pけ 1. Pt+2. 
安定める。

pけ也p，=乱(Kけωk，)十b(Kぃ1十k，-I)十巴(K，白2+k'-2) 

のように，製材品価格は建築器工践の 3j剖の移動和で決まるものとする。

*定説式からもわかるように.TCの計算方法によって Iは変化する。 Cを内j釘WJl数として分析したのが森氏
の分析11)である。



E祭
器d
Eま 100
訴さ
!や

よ之、

¥.i3i¥ 

対

忍 100
寝苦

!キ

謀議

長d
iifr 100 
~ 
~ト

謀議

長d
妥 100
寝苦

iモ

105 

49 (年〉
95 
ゐ0

105 

95 
50 (年〉56 

〔注)

l話~4-1 製材品{11Ii~告の不規則変動

こ仁5%を越える点は土5%とし， iIiu!鉾のJ4iとは，
R-1.線で車内んだ。ぽ14-2'"'-'3も潤様である。

110 

90 
40 

110 

90 
50 56 ーノpr 

p
h
M
 

f
t

、、

i怒14-2 慾築五守工数のコド規則変動

103 



104 

PもロaKt-トbKぃl十cKぃ2

規則袈閣は規則援国間で説明できるものとしよう。

Pも口ak，十bkt_1十日kぃ2

となる。 i夜l様l乙，

l入札口akt+l十bkけ-ckぃ1

P'+2出品k，刊十bkt+1十ckt

となり， k，は Pt，Pけ1，仏+2の3つの袈紫の共通の説明嬰閣となる。あるj却の不規則変動と他の

WJの不:規則変懇には， **何の関係もないはずである。 しかし， Ptとあ刊と Pけ 2とは， もはや
独立とは首い襲(~ぃ。このように，不規則時系列の移動和については，規則性が期待できる。場合
によっては鏑環となる(これぞ訴したのが， スルツキーの定部)。図4-3は建築器工盤の加議

移動平均である。関4-2に比べれば幾分，規則性がみられるのではないだろうか。
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a;¥4-3 建築殺こにま誌の不1.ifil則変動 (1')
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前節:まではTCのみを分析して来た。しかしながら，現突には常に不規則変動.a伴っており，
その移動平均が循環を引き起としているかも知れない(前節までは，各j羽の建築務:ζ盤が各;ttrjの

伺格iζ1対1対応しており，たとえ，態鈍器工乙不規則袈悶遺伝加えでも布li格l乙綴環は発生しな

い，l~.tζ不規則変動が波及するだけである)。現実の世界は 1 対 1 で諸君主数が対応するのではな

く，むしろ移動平均的要議もあろう。だとすると，乙の過程で循環が!i::まれる可能性がある。こ

のこと毛色災証するには，モデJむに乱数体系を与・えればよいが，本分析は，秘めて単純なモデル.a

用いており，テストには副えられないので，滋に可能性の指摘にとどめておく。また，その蕗鱒

はあったとしても， 関3-9-1のムP，ムQの範閣内ではないだろうか(スルツキーの定部によ

れば，どんな体系をも不規則袈悶によって説明できると主張するととも可能とされる)。
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Resume 

By time-series-analysis， original data (0) is expressed as fol1ows: 
O口 TxCxSx1

Now， T:trend C:cyclical S:seasonl 1:il'regulal' 
1n this paper， 1 make cleal' the f1uctuation mechanism of lumbel' pl'匂e(for， TC， S， and 

1). As an original data， the pl'ice index l1umbel' of lumber pr匂 e (1975 e司・ 100) fr・om
1965 to 1981 is used. 

The l'esults al'e summal'ized乱sfol1ows: 

(1) Aftel' 1975， seasonal f1uctuation (S) of 1umbel' pl'ice changes as follows: 
① The amplitude b巴ωmessmall as compal'ed with that llntil 1974， and the clegl'ee is 
a1most the same until 1971. 

① Until 1974， the peak of the seasona1 f1uctuation is Febl'ual'y ancl the tl'ough is 
J uly. After 1975， the peak is J uly，品nclthe trough is December. The p乱tternof the 
seasonal f1uctuation is reversed. 

'1'he same changes as avovc are founded in the price of the construction-materials. For 

this fact， the seasonal fluctuation and the chang'es of the pattern caus巴smain1y thc scasona-
lity of thc activitics of the constr・uctions.
(2) '1'rend凶巴ycliealf1uctuation (TC) is exprcsscd in the following type of demanclωsupply 

equations. 

H 
Demand curve: Q口 A・寸γ-I-B

Supp1y curve: P口 aQ川崎了

Now， P: price Q:quantity H: constr・u巴tions
A， B，α， s， r: const 

From avove equ乱tions，equi1ibrium point is ca1culated. Making a comparison b色tween
1・ea1point and equilibrium point， we get the following' results. 
① 1n th邑 peakoI business cyc1e (Kitchin cycle)， the 1'ea1 point has a tendency as 
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follows: 

1) The real quantity is exeessive. 

2) The l'eal point is located in the upper part of the demand eurve. 

② Fol' among the period of the grate fluctuatioll 1972 -1973， the real point is located 
not only ill the upper part of the demalld curve but also supply curvc. 

(3) Until 1970， ir・regularfluctu乱tion(1) of lumb記1・p1'匂eis almost not exists. Recelltly， 
the fluctuation becomes large (only 2 -3%). Alld there is 品 possibility that the 

irregulal' fluctuation of the c011structions is 011e of the causes of the cyclical fluctuatio11 

of the lumber pl'ice. 




